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我
闘
の
岡
際
貸
借
す
』
金
解
禁
問
題

ト
ド
'↓7

 
上

~ 

之

助

井
上
単
之
助
氏
は
、
五
月
中
旬
に
、
京
都
帝
川
犬
単
紅
消
印
叩
部
日
於
て
、
「
我
聞
の
間
際
貸
借
の
現
献
と
そ
の
改
善
彼
」
な
る
科
外
時
前
を
試
み
ら

れ
ま
し
た
。
「
第
一
日
、
閥
職
後
に
於
け
る
我
岡
岡
際
貸
借

ω
鈍
化
膿
時
の
封
外
伽
融
、
第
二
日
、
休
職
後
白
封
川
貯
金
融
、
第
三
目
、
震
災
後
よ
り

説
今
に
至
る
闘
関
貸
借
、
第
四
日
、
鵠
替
相
場
白
快
視
と
金
耐
叫
諸
問
閥
、
第
五
日
、
我
園
間
際
貸
借
の
改
善
策
」
の
順
序
で
あ
リ
ま
す
。
こ
ミ
に
載
す

る
所
は
、
第
一
」
一

H
と
第
四
日
と
の
も
の
で
あ

m
ま
す
が
、
嗣
輯
締
切
畑
目
。
都
合
上
、
講
減
者
。
校
閲
を
耀
る
暇
が
な

t
、
絹
碑
者
。
櫨
悶
に
依
ヲ

た
も

ω
で
あ
り
ま
ナ
o
l
l
a
嗣
輯
委
員

第

震
災
後
よ
り
現
今
に
至
る
国
際
貸
借

大
正
十
一
年
の
春
、
活
替
相
場
が
下
る
矯
め
に
輸
出
に
利
盆
ご
な
h
y
、
大
正
十
一
年
か
ら
輪
出
が
殖
え
ま
し

た
。
大
正
十
二
年
仁
入
る
や
上
竿
期
に
は
相
賞
の
貿
易
好
鱒
を
示

L
、
そ
の
ま
、
で
あ
る
ご
間
も
無
〈
金
解
禁
が

出
来
る
様
じ
思
は
れ
ま
し
た
。
而
し
て
錫
替
相
場
は
四
十
九
弗
ま
で
行
き
ま
し
た
が
、
政
府
は
見
る
腕
ゐ
る
芭
て

解
禁
を
し
ま
せ
ん
で
[
化
。
然
る
に
大
正
十
二
年
九
月
に
於

τ、
突
然
閥
来
の
大
地
震
が
起

h
E額
の
財
産
が
破

[1
1事

演

我
岡
田
園
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

弟
二
十
三
谷

(
品
竺
抗
一

o=一)

O 
ニ



講

演

我
闘
の
同
際
貸
借
&
金
解
禁
問
題

第
二
十
三
巷

(
第
一
説
一

O
四
)

O 
四

壊
さ
れ
ま
し
に
。
其
調
査
は
不
完
全
で
あ
h
ま
す
が
、
然
し
少
〈
手
も
百
億
回
以
上
の
財
産
が
破
壊
せ
ら
れ
七
こ

ご
は
説
・
り
あ
り
ま
せ
ん
G

某
後
損
害
の
数
字
を
五
十
億
な
ど
h

云
ふ
人
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
則
産
の
性
質

仁
劃
す
る
見
解
の
差
に
碁
〈
の
で
あ
h
ま
す
。
財
産
に
は
生
産
的
財
産
正
そ
う
で
な
い
も
の
Z
あ

h
、
商
岩
を
合

市
ご
、
ど
う
し
て
も
百
億
以
上
の
財
産
を
失
っ
た
事
官
な
る
の
で
あ
b
ま
す
c

東
京
市
の
み
で
家

ω線
数
二
十
三

官
師
、
所
掛
数
三
十
七
高
九
千
が
な
〈
な
b
ま
し
た
。
震
火
災
を
被
ウ
た
人
数
は
百
五
十
高
.
東
京
を
一
時
去
っ
柁

人
が
百
両
人
に
及
ん
で
屑
'
り
ま
す
o

か
、
る
場
合
に
考
へ
た
こ
ど
は
、
此
の
大
震
火
災
の
跡
始
末
を
す
る
に
は
非

常
に
早
{
依
復
を
計
る
必
要
が
ゐ
る
古
云
ム
こ
ご
で
あ
h
ま
す
。
第
一
、
東
京
を
去
っ
た
人
の
勉
め
に
住
居
の
便

を
典
へ
ね
ば
な
・
り
ま
せ
ん
o
そ
の
翁
め
に
、
生
活
に
必
要
な
る
物
資
、
食
料
品
、
建
築
土
木
に
必
要
な
る
も
の
を

輸
入
す
る
に
常
つ
て
は
税
金
を
減
免
し
ま
し
た
。
従
て
、
手
生
よ
り
も
豆
板
の
轍
入
の
あ
る
こ
ご
は
、
期
待
L
得

る
の
で
あ
り
ま
す
o

然
る
に
外
国
に
支
捌
ふ
べ
き
金
が
い
〈
ら
あ

ω
h
r
t
云
ふ
ご
、
之
は
次
第
に
無
〈
な
り
、
五

億
五
千
高
凶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
化
。
然
る
に
其
の
中
に
は
、
大
正
十
四
年
に
日
本
の
支
抑
ム
ペ
き
四
分
五
犀

利
付
外
貨
会
依
が
会
低
五
千
誠
困
あ
り
ま
す
。
も

L
此
公
債
を
制
換
へ
る
ご

L
て
も
、
金
h
T
持
っ
て
庶
て
借
換
へ

る
の
ご
然
ら
ざ
る
の
ご
で
は
大
差
が
め
り
ま
す
か
ら
、
結
局
使
ひ
得
る
金
は
或
依
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
其
の
外
に

日
本
銀
行
所
有

ω有
制
詮
努

ω高
が
凡
ら
〈
数
千
両
国
は
ゐ
h
ま
し
た
が
、
何
れ
に
せ
よ
合
計
多
低
に
は
達
し
ま

せ
ん
で
し
代
。
一
方
百
億
以
上
山
財
産
の
損
失
を
急
速
仁
被
復
し
ゃ
-
フ
ピ
す
る
の
仁
、
他
方
に
は
金
が
参
低
し
か
な

ν
の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
此
際
異
論
が
出
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
日
〈
、
何
故
に
外
国
品
を
般
入
せ
ね
ば
な
ら

向
か
、
内
国
品
で
は
附
仁
A
(

ロ
は
凶
か
ご
一
五
ふ
の
で
す
o
然
し
日
本
で
は
本
陪
ゐ
っ
て
も
製
材
所
の
設
備
が
不
充
分



で
あ
る
吉
一
五
ふ
様
な
蹴
態
を
到
る
所
に
見
る
の
で
め
っ
て
、
以
上
の
様
な
大
供
給
を
す
る
事
は
到
底
不
可
能
で
あ

り
ま
す
。
を
れ
故
に
、
米
国
か
ら
り
輸
入
が
一
番
早
道
で
安
か
っ
た
の
で
ゐ
り
ま
す
。
特
仁
錨
材
の
如
き
は
殆
ん

ど
日
本
に
設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
℃
し
た
。
英
皆
川
の
蚊
態
は
此
の
様
で
ゐ
り
ま
し
た
か
ら
、
加
跡
内
問
は
な
る
べ

く
聡
入
に
仰
を
計
h
、
持
ち
金
を
使
っ
て
ゐ
に
の
で
す
が
、
此
政
策
は
遂
に
行
き
詰
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
郎
も

此
政
策
の
結
川
市
ご
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
様
に
在
外
正
貨
を
潤
洋
に
蓄
へ

T
錦
替
相
場
を
維
持
す
る
事
が
出
来
な
(

な
り
、
錦
替
相
場
は
四
十
九
痛
か
ら
下
っ
た
り
で
あ
b
ま
す
o

然
ら
ば
総
入
の
殖
え
る
の
に
掛
・
し
て
左
燥
な
こ
正

で
宜
敷
い
で
し
ょ

F

ヲ
h
r
o

常
附
、
政
府
の
怠
見
は
、
こ
'
ヲ
一
五
ふ
の
で
す
。
内
地
に
は
金
が
多
〈
財
政
は
安
岡
で
あ

る
が
、
然
し
外
闘
か
ら

ω職
人
が

E
額
に
上
り
其
の
全
部
に
内
園

ω金
を
抑
そ
』
正
は
内
地
金
融
を
飢
す
恐
れ
が

め
る
か
ら
、
外
凶
か
ら
借
金
す
る
こ
ど
が
あ
る
で
あ
ら
う
、
ご
政
府
は
後
表
し
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
の
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
輪
出
同
大
い
仁
減
h
、
其
年
に
十
四
億
と
な
り
、
総
入
は
十
九
億
ど
な

っ

τ、
結
局
前
年
よ
り
も
貿
易
上
の
結
巣
は
悪
(
な
り
、
五
倍
協
会
千
諸
国
の
入
超
ご
な
ム
ソ
ま
し
た
o

其
粕
川
市
は
未

ガ
金
も
持
出
さ
曲
、
借
金
も
し
な
か
っ
た
o

飲
仁
九
月
に
五
低
五
千
古
両
国
ゐ
っ
た
在
外
正
貨
が
翌
年
一
月
に
は
或

億
足
ら
宇
ピ
な
b
ま
し
た
。
日
本
の
潟
替
相
場
は
、
大
鰭
の
標
準
が
外
凶
に
ゐ
る
正
貨
の
梯
下
げ
の
如
何
で
き
ま

る
の
で
め
'
り
ま
す
o

然
る
に
A
T
の
如
〈
軟
入
は
殖
え
、
外
闘
に
有
す
る
金
は
次
第
に
減
る
ご
す
る
吉
、
潟
替
相
場

の
下
る
の
は
嘗
然
で
あ
ー
り
ま
す
。
そ
れ
で
弦
に
こ
ん
な
事
怖
が
あ
b
ま
し
た

Q

日
本
の
錦
替
相
場
は
、
九
月
一
日

に
四
十
九
弗
、
十
二
月
末
に
四
十
入
弗
二
分
の
一
で
ゐ
り
ま
し
た
o

然
る
に
米
凶
の
方
の
側
は
、
九
月
に
は
同
じ

〈
四
十
九
弗
で
あ

b
ま
す
が
、
十
二
月
末
に
は
四
十
六
弗
四
分
の
三
ご
な
り
、
英
一
蕗
に
一
向
者
の
間
に
二
掃
除
の
差

都

前

我
園
田
悶
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

第
二
ト
ェ
一
巻

(第一一世一
O
王
)

O 
E 



掛

誠

我
岡
田
閥
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

第
二
十
三
春

(
第
一
鶴
一

O
大
)

O 
六

h
M
4
小

が
あ
り
ま
す
。
如
何
な
る
場
合
に
も
日
本
の
側
は
日
本
の
金
が
償
伯
あ
る
様
に
思
ひ
、
米
闘
側
が
米
国
の
貨
併
の

方
が
阿
闇
値
晶
る
ご
思
ふ
の
は
常
然
で
ゐ
・
り
ま
す
。
之
は
両
方
の
側
に
よ
っ
て
貨
幣
の
煩
値
を
見
る
の
が
大
盤
迩
ム

吉
一
戸
ふ
噂
』
ご
を
示
し
て
居
h

り
ま
す
。

大
正
十
三
年
に
な
る
ご
織
替
相
場
は
急
激
に
下
落
L
ま
し
た
o

な
は
常
時
政
府
、
日
本
銀
行
の
や
っ
た
こ
ご
な

外
国
で
凱
察
し
て
ゐ
た
の
千
ゐ
h
ま
す
o

大
正
十
三
年
一
月
常
時
の
清
浦
内
閣
は
、
骨
川
替
相
場
を
四
十
七
弗
五
十

仙
に
下
げ
て
泣
い
て
此
の
相
場
を
維
持
す
る
潟
め
に
議
力
す
る
ご
云
ふ
意
味
の
こ
ピ
を
脇
田
表
し
ま
し
た
。
然
る
に

堕
米
利
加
の
方
で
は
、
そ
ん
な
こ
乙
に
関
係
な
〈
.
一
月
十
七
日
に
は
四
十
六
路
、
一
二
月
十
七
日
に
は
四
十
二
弗

四
分
の
一
に
下
、
り
ま
し
た
。
日
本
は
そ
れ
で
も
四
十
七
弗
宇
を
下
げ
両
正
威
抜
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
h
ま
す
。
す
る

ご
四
十
七
弗
宇
を
維
持
し
て
ゐ
る
こ
ど
は
日
本
の
総
入
業
者
か
ら
は
便
利
で
あ
h
，
、
輸
出
の
方
は
不
利
で
あ
ち
ま

す
。
放
に
貿
易
業
者
は
、
日
本
に
ゐ
る
英
米
の
銀
行
に
は
輪
出
の
方
を
頼
み
、
日
本
の
矯
替
銀
行
に
は
輸
入
の
み

を
頼
み
ま
す
。
ぞ
の
掛
川
め
日
本
の
錦
替
銀
行
は
盆
々
立
場
が
忠
(
な
り
ま
し
た
o

時
々
外
闘
で
電
報
を
見
る
正
、

錦
替
相
場
が
次
第
仁
下
h
っ
、
も
政
府
は
術
維
持
を
蝶
明
し
て
ぬ
ま
l
k
o
潟
め
仁
日
本
の
骨
川
替
政
策
は
如
何
な

る
カ
-
7
-
F
P
が
め
る
か
分
ら
品
目
ピ
云
は
れ
ま
し
た
c

本
が
一
五
ふ
傑
仁
、
輸
入
が
殖
え
る
時
に
人
刷
局
で
錦
答
相
場
を

保
?
』
ピ
は
絶
劃
に
不
可
能
で
ゐ

b
ま
す
。
そ
れ
で
二
月
じ
玉
低
五
千
高
闇
夜
借
金

L
ま
L
た
o

然

L
こ
れ
位
で

は
倫
潟
替
相
場
を
維
持
出
家
中
、
三
月
十
八
日
か
ら
一
ヶ
月
間
に
銭
佐
官
相
場
を
四
度
動
か

L
ま
L
花
、
郎
も
四
十

六
弗
午
か
ら
四
十
二
弗
に
ま
で
動
か
し
た
の
で
あ
h
ま

τ。
か
、
る
こ
己
は
過
去
に
於
て
未
ど
な
か
っ
た
の
で
あ

り
ま
し
て
、
即
も
之
は
無
理
に
維
持
し
1
ゐ
た
の
が
愈
々
出
来
な
く
な
っ
工
手
放
し
た
錦
め
で
あ

b
ま
す
。
そ
し



第
一
輪
入
貿
易
に
不
利
で
あ
る
三
五
ふ
の
で
政
府
が
何
等
か
の
方
法
で
錦
替
相
場
を
人
銭
的
仁
維
持
せ
ね
ば
な
ら

の
問
題
で
あ

h
ま
す
。

錦
替
相
場
が
三
十
八
弗
二
分

ω
一
に
下
っ
た
時
に
、

之
よ
り
以
下
仁
下
る
こ
ぜ
は
困
る
、

τ結
局
十
三
年
の
暮
じ
は
呆
低
の
三
十
人
弗
宇
に
ま
で
下
り
ま
し
た
o

か
f
て
外
岡
貿
易
は
大
い
に
聡
入
超
過
己

な
b
、
大
正
十
三
年
の
入
超
は
大
億
五
千
高
固
に
上
っ
た

ωで
あ
h

ま
す
。

削
九
骨
川
替
相
場
は
人
銭
的
に
維
持
出
来
る
も
の
で
あ
る
か

E
う
か

今
ま
で
申
し
た
こ
ご
を
も
う
一
度
云
ム
ピ

す
る
ニ
ご
は
失
敗
で
ゐ
り
ま
事
。
大
正
十
三
年
に
於
て
之
を
や
り
ま
し
た
が
全
く
失
敗
で
、

ぬ
己
稀
へ
ま
し
た
o
然
L
根
本
山
り
財
政
収
態

貿
易
拡
践
を
放
任
し
て
其
結
巣
の
み
の
局
替
相
場
を
維
持
せ
ん
ご

得
る
所
は
弊
告
の
み

で
あ
り
ま
す
o

日
本
の
み
な
ら
す
仰
蘭
西
も
大
正
十
三
年
に
は
法
が
笑
貨
じ
謝
し
て
七
十
五
法
か
ら
一
躍
し
て
百

二
十
五
法
に
下
っ
ち
』
ご
が
ゐ
ち
ま
す
。
そ
の
時
仰
蘭
西
は
斑
米
利
加
で
一
億
弗
を
借
り
、
叉
仰
蘭
西
の
金
の
流

出
を
禁
じ

τ維
持
し
ま
し
た
o

然
し
そ
れ
も
、
一
時
的
で
あ
っ
て
結
局
駄
目
ご
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
夫
れ
故

に
今
日
は
百
六
十
法
に
も
下
っ
て
居
り
ま
す
。
其

ω時
英
国
に
於
て
之
を
批
評
し
、
備
闘
は
、
財
政
の
バ
ラ
Y

A

が
A
ロ
は
ぬ
の
に
、
只
一
時
借
金
し
て
録
時
世
相
場
を
維
持
し
ゃ
う
ご
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
困
難
で
あ
ら
う
芭
云

ο

ま
し
た
が
、
日
本
も
同
様
で
あ
h
ま
し
た
o

錦
稜
相
場
の
維
持
出
来
る
の
は
大
正
入
、
九
年
の
如
く
外
国
仁
多
く

の
金
十
十
っ
て
1
1

る
場
合

ωみ
で
あ
ち
ま
す
o

然
る
に
、
輸
入
が
か
く
の
如
〈
殖
え
て
金
の
な
レ
場
合
に
は
不
可

施
の
》

M
Z
で
あ
り
ま
す
。

潟
替
相
場
が
下
る
己
云
ム
こ
正
の
夜
叩
伎
の
原
因
は
金
の
輸
出
禁
止
で
あ
b
ま
す
。
拾
霊
偲
の
金
が
日
本
銀
行
に
一

あ
・
り
な
が
ら
何
依
解
禁
が
山
来
む
か
、

E
れ
は
出
来
A
H

事
情
が
あ
る
の
で
あ
9
ま
す
。
削
も
聡
入
が
殖
え

τ現
在

百品

前

我
国
の
間
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

第
二
十
三
巻

(
第
一
一
抗
一

o
b
)

Eコ
七
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O 
λ 

O 
λ 

円 札 一 明 神 噌 圃

の
金
で
は
不
足
す
る
か
ら
、

-
0
・
ヲ
少
し
輸
出
の
容
え
る

ω
を
待
た
う
ご
一
五
ふ
の
で
ゐ
hJ
ま
す
。
之
は
日
本
の
経
済

界
に
大
紋
陥
が
ゐ
る
縛
め
で
あ
ち
ま
す
。
鴬
替
相
場
が
、

hr
様
に
下
る
ご
一
五
ふ
こ
ご
は
、
大
な
る
日
本
の
信
用
に

影
響
す
る
も
の
で
ゐ
り
ま
す
。
官
時
な
が
外
国
か
ち
得
た
成
む
を
申
し
ま
す
ご
、
露
岡
の
戸

1
プ
M
F

は
戦
守
に
よ

な
い
の
で
あ
h
ま
す
。

市川川川村〆九れ中討を，<<'，~，:;:時四都婦が合~)馳同材 叫れ"，.，

っ
て
忽
然
ご
し
て
消
え
‘
調
乙

ω弱
克
亦
辛
う
で
ゐ
り
ま
す
、
法
は
一
勝
二
十
五
法
な
る
も
の
が
、
百
六
十
絵
、

印
ち
六
分

ω
一
に
下
り
ま
し
た
、
此
的
場
合
に
丁
皮
十
三
年

ω春
、
日
本
の
匁
替
相
場
が
次
第
に
下
っ
た
の
で
ゐ

戸
1
プ
b
y

が
消
え
て
露
西
躍
が
巴
び
、
馬
克
が
下
っ
て
獅
逸
も
哀
へ
、

り
ま
す
。
共

ω山
川
皮
々
聞
い
党
こ
ど
は
、

仰
蘭
西
も
法

ω下
落
正
共
に
大
困
難
に
陥
っ
て
ゐ
る
、
日
本
も
や
が
て
之
に
倣
ふ
の
で
は
な
い
か
ど
、
世
界
の
人

が
多
〈
思
っ
た
こ
ど
で
あ
り
ま
す
。
英
同
幽
は
、
金
融
経
済
上
に
舵
界
『

2

己
云
は
れ
た

ωが
、
戦
時
中
封
米
潟
替
は

下
っ

τ三
弗
五
十
仙
ピ
な
h
ま
し
た
o

ぞ
れ
を
見
て
私
も
其
快
復
を
疑
ひ
ま
し
た
。
故
に
岡
際
金
融
仁
蹴
係
す
る

人
の
闘
に
は
日
本
が
怪
し
〈
見
え
に

ωで
あ
ち
ま
し
て
、
か
、
る
こ
正

ω
ゐ
ワ
忙
の
は
日
本
の
潟
め
仁
喜
ば

L
〈

枠
拡
に
私

ω苦
勢
し
た
問
題
が
ゐ
h
ま
す
。
五
日
々
は
金
を
多
〈
使
ひ
ま
す
が
日
本
の
金
の
産
額
は
千
高
岡
位
で
あ

、
り
ま
す
。
卸
ち
日
本
で
は
金
を
使
ふ
ザ
μ

け
生
産
出
来
品

ωで
あ
hJ
ま
す
。
放
に
金
み
輸
出
禁
止
を
な
じ
た
場
合
金

の
建
倣
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
w

か
が
問
題
ど
な
り
ま
し
た
。
其
常
時
は
日
本
銀
行
の
持
っ
て
ゐ
る
米
貨
を
抑
ひ
下
げ

て
大
陸
は
一
匁
五
回
で
寅
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
o

蛍
時

.H弗
e

静
止
武
百
岡
正
七
拾
銭
で
資
、
ち
ま

L
hル
O
z、
し
て

毎
年
宣
千
七
、
八
百
高
岡
乃
至
誠
千
古
両
国
も
使
ひ
、
是
れ
を
つ
ぶ
し
て
行
っ
た

ωで
あ
・
り
ま
す
。
そ
れ
が
斜
替
相

場
が
三
十
人
弗
宇
に
下
っ
た
時
に
、
米
貨
を
排
ひ
下
げ
る
の
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
u

か
は
、
大
い
に
困
難
な
問
題
で

勝~"'~"



あ
り
ま
し
た
o

日
本
の
紙
幣
百
園
は
三
十
八
弗
宇
し
か
債
値
が
な
い
の
に
内
地
で
は
よ
笠
岡
が
金
二
分
で
ゐ
b
ま
す

か
色
、
金
古
紙
幣
の
聞
に
偲
値

ω差
が
出
た
の
は
常
然
で
あ
b
ま
す
o
伎
に
大
正
十
三
年
十
二
月
一
日
炉
ら
は
刷
局

替
相
場
で
梯
下
げ
る
こ
吉
、
し
ま
し
た
c

放
に
今
ま
で
は
一
匁
五
圏
、
却
も
日
本
の
貨
幣
吉
岡
じ
相
場
で
榔
下
げ

ま
し
た
が
、
武
百
五
拾
九
回
七
拾
七
銭
で
な
け
れ
ば
百
弗
を
も
ら
へ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ら
ま
す
。
す
る
さ
日
本

の
λ

タ
ン
グ

l
r
の
一
匁
五
回
は
、
一
匁
が
六
回
九
倫
四
銭
五
原
ご
な
り
ま
じ
た
o

夫
れ
故
に
日
本
の
紙
幣
は
そ

れ
だ
げ
煩
備
が
ヨ
(
な
弘
、
金
己
紙
幣
の
同
情
値
り
差
が
或
は
れ
た
の
で
ゐ
h
ま
す
。
然
仁
一
一
、
れ
は
、
伶
h
非
難
す

吋
き
や

h
方
で
も
な
か
っ
た

Z
思
ひ
ま
す
。

時
岬
答
相
場
が
下
る
ご
貿
易
に
は
如
何
な
る
影
響
が
ゐ
る
か
、
柏
崎
替
相
場

ω下
落
は
日
本

ω貨
幣
の
調
外
的
慣
伯

の
下
落
で
あ
h
ま
す
。
そ
れ
故
に
日
本
り
金
で
同
一

ω債
椛

ωも
の
な
ら
ば
外
国
か
ら
見
て
は
下
る
こ
ご
に
な
り

ま
す
。
日
本
で
生
紙
百
斤
が
武
千
固
だ
ご
、
米
国
は
比
セ
九
百
人
十
殉
で
民
ひ
ま
す
。
然
る
に
縛
様
相
場
が
三
十

人
弗
二
分
の
一
一
に
な
る
ご
、
米
国
で
は
七
百
七
十
掃
で
民
へ
る
こ
ど
じ
な
h
ま
す
。
放
に
其
差
二
百
十
弗
が
生
じ

て
来
る
の
で
ゐ
り
ま
す
o

北
(
結
果
は
日
本
山
生
姑
仰
が
安
〈
町
民
へ
る
縛
め
に
米
岡
人
は
良
ひ
ょ
〈
な
h
、
従
て
生
総

の
輸
出
が
殖
え
ま
す
。
尤
も
此
の
場
合
日
本
の
相
場
も
少
し
其
勉
め
に
上
る
こ
正
ー
も
ゐ
り
ま
ず
。
反
之
、
総
入
は

米
棉
が
一
封
度
二
十
五
仙
の
も
の
が
、
四
十
九
弗
で
町
民
ふ
ご
五
拾
戒
銭
入
屈
で
あ
り
ま
す
が
、
三
十
人
殉
二
分
の

一
に
な
る
さ
六
十
四
銭
九
一
煙
に
な
り
ま
す
。
之
は
大
な
る
相
h

過
で
あ
h
ま
す
。
伎
に
綿
布
は
一
両
〈
な
る
諜
で
あ

h

ま
す
。
か
〈
て
・
骨
岬
待
相
場
が
下
る
ご
轍
入
口
聞
の
物
問
閣
は
上
ム
リ
、
加
ふ
る
に
輸
入
品
正
類
似
の
口
問
の
開
明
治
も
騰
貴

L
ま
す
。
か
う
云
ふ
風
に
日
本
り
圃
の
樹
値
が
下
る
-
-
ご
は
内
地
の
物
償
芭
大
な
る
関
係
が
あ
る
こ
さ
で
あ
っ

講

我
岡
山
閥
際
貸
借
と
令
解
禁
問
題

O 
九

第
二
十
三
番

{
第
一
班
一
O
九
)

出
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二

O
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。

τ、
之
は
甚
だ
面
白
い
碗
先
で
ゐ
り
ま
す
o

以
上
申
し
ま
し
た
様
に
し
て
、
日
本
の
聡
出
は
大
い
に
殖
え
ま
し
た

が
、
総
入
の
方
は
其
の
縛
め
に
伶
h
減
る
ご
一
式
ム
一
帯
は
ゐ

h
ま
せ
ん
で
し
た
c

今
ま
で
は
潟
替
の
下
落
を
一
瓦
ひ
ま
し
た
が
、
今
度
は
錫
替
の
上
る
プ
ロ
セ
ス
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
正
十
四
年

の
二
月
頃
炉
ら
縄
持
相
場
が
強
〈
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
上
海

ω誌
を
し
な
け
れ
ば
分
h
ま
せ
ん
。
支
那
は
銀

貨
園
で
ゐ
ち
ま
[
τ

、
総
べ
て
の
取
引
の
ゆ
定
を
醤
節
季
で
行
ひ
ま
す
。
欝
節
季
の
勘
定
に
は
英
錫
め
に
大
な
る

銀
を
要
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
毎
年
支
那
の
節
季

ιは
陛
界

ω銀
相
場
が
高
く
な
り
ま
す
o
然
し
そ
の
後

は
銀
の
相
場
が
下
b
ま
す
。
認
に
支
那
人
の
考
に
よ
る
ご
、
自
分
の
集
め
た
銀
は
節
季
後
下
る
か
F
b
之
を
下
ら
れ
制

も
の
に
か
へ

τ泣
〈
必
掛
が
ゐ

h
ま
す
。
時
恰
か
も
日
本
の
鋳
替
相
場
維
持
を
日
本
政
府
が
聾
明
し
て
居
っ
た
の

で
す
か
ら
、
支
那
人
の
踊
に
は
手
雌
し
た
銀
を
以
て
日
本
の
金
を
同
月
ふ
の
が
一
番
よ
い
さ
考
へ
た
の
で
ゐ

h
ま

す
。
そ
こ
で
支
那
人
が
日
本
の
金
を
投
機
的
に
買
っ
た
の
で
す
。
共
の
怨
め
に
日
本
の
矯
替
相
場
は
上
っ
て
四
月

頃
に
は
凹
十
一
路
二
分
の
一
か
ら
四
十
二
弗
位
に
上
り
ま
し
た
o

上
海
の
銀
が
H

ど
う
し
て
封
米
勉
替
仁
影
響
す
る

か
を
中
上
げ
ま
す
ご
、
上
海
の
投
機
者
が
日
本
の
金
を
買
ふ
に
は
日
本
の
銭
替
銀
行
の
上
海
支
応
に
行
き
千
高
雨

を
提
出
し
て
之
で
日
本
の
潟
答
を
買
は
う
ご
し
ま
す
0

0
岬
省
銀
行
は
千
世
両
闘
の
銀
を
ご
り
、
日
本
の
斜
替
を
一
民
り

ま
す
。
然
し
日
本

ω縛
替
銀
行
は
銀
を
千
高
嗣
ご
る
が
、
支
那
人
が
考
へ
て
下
る
も
の
な
ら
・
之
を
持
っ
て
ゐ
て

下
る
か
も
知
れ
ぬ
、
モ
ミ
で
責
っ
た
潟
替
に
謝

L
て
カ
バ
ー
を
正
つ

τお
〈
、
卸
も
品
局
替
銀
行
は
日
本
向
を
商
貝
同
ノ

τ、
米
岡
又
は
英
国
向
を
其
の
銀
で
買
っ
て
髭
き
ま
す
o

故
に
匁
替
銀
行
が
日
本
向
震
替
を
貰
る
ピ
、
一
方
に
は

震
替
銀
行
の
知
育
又
は
倫
教
に
於
け
る
資
金
が
殖
え
C
ゐ
る
の
で
あ
h
ま
す
。
す
る
古
銭
省
資
金
が
米
国
に
出
来



3
9ーす

φ

た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
封
米
鴬
替
を
上
げ
る
こ
芭
に
し
ま
す
。
卸
も
輸
入
品
局
替
を
悦
に
い
た
し
ま
す
。
故
に
上
海

側
の
投
機
は
、
日
本
の
立
場
か
ら
一
五
ム
ご
謝
英
米
潟
替
が
上
る
こ
己
、
な

h
ま
す
が
、
日
本
は
支
那
の
金
を
英
米

に
移
し
た
こ
正
、
な

h
何
も
利
益
は
ゐ

h
ま
せ
ん
。
此
の
投
機
が
畳
億
以
上
に
も
上

b
ま
し
た
。
然
る
に
七
、
入

月
に
は
震
替
相
場
が
叉
下
'
り
ま
し
た
。
今
度
は
上
泌
が
反
謝
の
行
動
を
ご
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
o

次
に
最
近
の
怨
替
に
就
い

τ申
上
げ
ま
す
。

r木
町
恥
川
は
自
E
P
m有一
ω
金
r外
町
に
山
聞
出
じ
ま
し

ro
之
が
矯

替
相
場
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
。
先
づ
日
本
政
府
は
ど
う
し
て
金
を
持
っ
た
か
ピ
申
し
ま
す
。
大
正
入
年

六
月
に
米
国
は
金
解
禁
を
し
ま
し
た
、
共
時
に
米
岡
か
ら
多
〈
の
金
が
上
海
、
香
裕
、
ポ
ン
ペ
ィ
、
等
に
山
て
行

き
ま
し
た
o

然
し
大
正
十
年
位
に
な
る
正
上
海
、
ボ
ン
ベ
ィ
、
香
港
で
も
・
米
岡
か
ら
持
っ
て
来
た
金
を
維
持
出

来
宇
に
そ
れ
を
米
闘
に
港
b
返
へ
し
ま
し
た
。
日
本
が
そ
れ
を
途
中
で
貿
ふ
古
安
〈
買
ふ
こ
芭
が
出
来
ま
す
。
卸

ち
日
本
は
上
海
、
香
港
、
ポ
Y

4

4

か
ら
米
国
に
行
く
も
の
を
途
中
で
買
ひ
、
米
国
仁
あ
る
日
本
の
在
外
資
金
を

梯
っ
て
や
り
ま
し
た
。
其
絡
め
に
日
本
は
金
を
米
国
か
ら
取
h
寄
せ
た
ζ

正
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
額

は
約
昌
也
↑
低
闘
に
上
り
ま
し
た
。
現
時
唱
し
た
金
正
云
ふ
の
は
取
h
寄
せ
た
'
-
の
金
で
あ
り
ま
し
て
、
今
日
ま
で
仁
現

逸
高
が
或
千
六
百
宮
内
国
に
上
っ
て
局
り
ま
す
。
之
が
錦
替
相
場
に

X
う
影
響
し
た
か
ご
申
L
ま
す
正
、
此
の
或
千

六
百
高
岡
そ
れ
自
身
は
何
等
の
影
響
も
ゐ
ι
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
位
の
金
は
日
本
の
閥
際
貸
借
上
に
闘
係
が
な
い
の
で

あ
h
ま
す
o

然

ι、
か
う
考
へ
る
己
影
響
が
ゐ
る
様
に
な
り
ま
す
。
日
本
が
金
を
外
闘
に
法
っ
て
聡
入
資
金
を
調

達
し
て
ゐ
る
・
す
る
=
や
が
て
日
本
銀
行
の
有
す
る
拾
官
億
の
金
も

-
-
-
Z
聯
怨
い
た
し
ま
す
。
帥
も
想
像
上

の
影
響
が
働
く
の
で
あ
り
ま
す

o
rに
我
凶
は

r
r
r三
P
Y
V
十
昨
に
い
r
け
て
作
昨
で
借
金
し
た
の
で

r
r
r

品t

前I

我
凶
山
岡
際
貸
借
と
A
M
解
禁
問
題

第
二
十
三
容

{
第
一
一
瞬
一
丁
一
)



iì~年

首立

我
閣
白
同
僚
貸
借
と
金
解
A
M
M

問
題

第
一
一
十
三
容

(
第
一
規
一
二
一
)

す
。
大
正
十
三
年
に
は
会
千
七
百
部
品
川
、
調
北
年
に
は
日
本
の
金
で
資
億
七
千
川
崎
園
、
之
等
は
多
〈
は
水
カ
電
気
曾

枇
の
枇
債
で
あ

h
ま
す
。
従
て
之
が
丁
度
約
或
低
岡
ゆ
高
に
上

h
ま
し
た
。
之
が
、
政
府
の
布
す
る
威
徳
近
い
金

に
加
は

h
ま
す
か
ら
、
柏
崎
替
の
上
に
は
大
な
る
影
響
を
拠
へ
た
の
で
ゐ
b
ま
す
。

か
〈
1
0岬
替
相
場
も
改
善
し
、
海
外
貿
易
も
改
善
3
れ
て
京
市
主
し
比
。
ず
る
ご
今
度
は
米
団
側
か
ら
日
本
的
事

情
を
謙
想
し
て
投
機
が
出
て
参
り
ま
し
た
o

之
は
上
ほ
の
も
の
ご
は
大
縫
違
っ
て
居
り
ま
す
。
上
鮮
の
場
合
は
銀

相
場
の
如
何
か
ら
来
る
り
で
あ
'
り
ま
す
が
、
米
凶
か
ら
の
場
合
は
日
本
の
事
情
を
謙
想
す
る
の
で
ゐ
h
ま
す
o
加

ふ
る
に
A
ー
の
政
府
ゆ
財
政
々
策
が
米
岡
か
ら
倣
辿
す
ぺ
告
も
の
吉
見
ら
れ
て
居
b
ま
す
o

何
ご
な
れ
ば
仰
蘭
珂
の

事
情
ご
は
非
常
に
異
ソ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
・
り
ま
す
。
又
戚
謝
す
べ
き
事
に
は
、
日
本
現
政
府
が
大
正
十
二
年
蛍
時

の
如
〈
錦
替
相
場
の
人
銭
的
引
上
を
な

L
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
ご
米
国
人
が
解
し
℃
呉
れ
た
の
で
ゐ
り
ま
す
。
共

斜
め
に
日
本
の
金
を
買
は
う
ご
し

τゐ
る
の
で
あ
り
ま
し

τ、
ニ
の
場
合
の
プ
ロ
セ
旦
は
上
海
の
場
合

E過
つ

τ

極
め
て
簡
単
で
あ
り
ま
す
。

然
ら
ば
今
後
日
本
の
活
様
に
謝
す
る
投
機
は
ど
う
で
あ
る
か
正
申
し
ま
す
ご
、
割
払
は
之
は
盆
々
嫡
え
る
ご
恩
ふ

の
で
ゐ
b
ま
す
。
上
海
の
投
機
は
別
で
あ
り
士
す
。
今
ま
で
の
投
機
は
日
本
の
貨
融
市
が
上
る
に
ろ
う
ご
の
珠
根
で

ゐ
h
ま
す
o
然
し
今
後
は
日
本

ω
銭
替
相
場
が
も
う
少

L
高
〈
な
る
ご
必
十
金
解
禁
を
す
る
げ
い
う
フ
正
一
五
ふ
こ

Z

を
環
視
し
た
金
解
禁
の
投
機
で
ゐ
り
ま
す
。
者
し
解
禁
す
る
ご
錦
替
相
場
は
四
十
九
弗
三
十
仙
一
九
〈
ま
で
上
ち
ま

す
。
す
る
ご
四
十
六
弗
位
E
透
っ
て
泣
く
ご
三
弗
除
卸
も
七
分
近
い
利
盆
が
ゐ
り
ま
す
。
か
う
一
式
ふ
こ

Z
を
す
る

人
が
多
〈
出
る
ご
日
本

ω勉
強
に
劃
す
る
投
機
が
出
来
る
の
で
あ
b
ま
す
。
卸
も
日
本
に
金
を
迭
う

τ会
批
債
を



阜、

d 

買
っ
て
置
け
ば
損
が
な

ν
芭
考
へ
て
港
金
す
る
人
が
ゐ
り
ま
す
。
米
闘
で
は
三
分
h
r
四
分
に
し
か
廻
ら
ぬ
の
に
日

故

本
に
怠
っ
て
置
く
さ
六
分
乃
至
七
分
を
得
ら
れ
ま
す
。
加
ふ
る
に
解
禁
に
な
る
ピ
互
に
利
袋
が
あ
り
ま
す
。

之
h
r
ら
見
て
日
本
の
掛
川
替
相
場
は
一
典
に
之
に
向
っ
て
投
機
が
殖
え
て
、

今
後
夏
仁
多
大
の

巴一切吉岡

EHMnゆ
が
殖
え

る
ご
一
五
ひ
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
英
凶
の
(
け

Z
1
3
q
p自
由
宮
内
の
が
解
禁
前
仁
、
「
解
禁
を
す
る
の
で
な
げ
れ
ば
、

英
国
は
英
凶
に
法
金
さ
れ
た
金
を
持
ち
蹄
へ
ら
れ
る
か
ら
英
闘
の
鴬
谷
は
大
い
に
下
る
に
ら
う
。
従
て
解
禁
を
せ

ぎ
る
を
得
な
い
」

イ
」
報
告
し
ま
L
た。

日
本
も
之
己
問
慌
の
拭
態
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

広
は
日
本
の
潟
持
に
蝋
到
す

る
旦
.
~
キ
ュ

レ

1
U
ヨ
ン
は
今
後
は
殖
え
る
己
思
ふ
の
で
あ
り
主
す
。

第

嬬
替
相
場
の
快
復
さ
金
解
禁
問
題

今
日
は
貿
易
の
改
善
共
他
の
事
情
に
基
き
錦
替
が
資
質
的
に
よ
〈
な
っ
て
来
ま
し
村
山
。
而
も
投
機
な
る
形
式
的

原
因
が
加
は
り
大
い
に
矯
替
相
場
は
快
復
し
、
最
逗
四
十
七
掬
宇
に
上
つ

τ居
h
ま
す
。
叉
投
機
の
斜
め
に
上
っ

た
の
だ
か
ら
投
機
者
の
言
葉
炉
ら
言
ふ
ご
利
喰
す
る
様
仁
な
っ
た
の
で
ゐ
h
ま
す
。
然
ら
ば
潟
替
相
場
の
快
復
せ

る
今
日
に
於
て
金
解
禁
を
奈
何
す
れ
ば
よ
い
か
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
b
ま
す
。
之
か
ら
私
自
身
の
意
見
が
加
は

b
ま
す
が
、
私
は
之
を
抑
高
月
'
り
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

潟
替
相
場
が
上
る
ご
貿
易
に
如
何
な
る
影
響
が
あ
る
が
。
日
本
の
生
紙
百
斤
を
煎
千
回
吉
す
る
ご
、
之
を
三
十

入
弗
竿
の
時
代
に
は
亜
米
利
加
で
は
七
百
七
十
弗
の
金
セ
梯
っ
て
買
ひ
ま
し
た
o

今
回
十
六
弗
に
上
っ
た
Z
す
る

吉
、
生
紙
が
或
千
固
な
ら
ば
・
亜
米
利
加
入
は
之
を
九
百
二
十
郎
で
買
は
ね
ば
な
b
ま
せ
ん
。
然
し
も
し
並
米
利

号車

J占

我
園
田
間
際
貸
借
と
金
解
説
問
題

第
二
十
三
番

士事

観

一
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抗
聞
の
糊
際
自
伯
と
金
解
禁
川
姐

第
二
十
三
笹

(
第
一
腕

凹
) 

四

加
が
依
然
ご
し
て
七
百
七
十
掬
で
な
け
札
ば
日
本
の
生
川
加
を
買
は
ぬ
、
印
も
七
百
七
十
弗
以
上
の
購
買
力
が
な
い

ご
し
た
な
ら
ば
、
生
品
川
は
千
六
百
じ
拾
四
回
ピ
な

b
ま
す
。
今
日
の
質
際
の
例
で
四
十
七
殉
牢
ご
一
五
ふ
相
場
に
な

る
ご
盟
米
利
加
は
九
百
五
十
弗
に
貨
は
ね
ば
な
b
ま
せ
ん
o

若
し
琵
米
利
加
が
七
百
七
十
弗
以
下
で
な
け
れ
ば
買

へ
な
い
正
す
る
正
日
本
の
生
総
以
千
六
百
戒
恰
凶
に
下
げ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
o

古
市
民
-
錫
様
相
場
が
上
り
、
強
米

利
加
に
於
り
る
拘
の
相
場
が
下
っ
た
潟
め
仁
成
下
回
り
日
本
の
生
析
は
千
四
町
七
拾
固
ま
で
下
・
り
ま
し
た
。
日
本

の
生
綿
の
伯
段
が
下
っ
た
潟
め
に
全
日
本
を
通
じ
て
大
い
に
騒
い
に
の
で
あ
h
ま
す

Q

今
般
に
金
解
禁
を
断
行
し

潟
潜
相
場
一
炉
問

l
九
弗
に
な
る
と
す
る
言
、
日
本

ω生
紙
は

r五
一
汀
七
拾
宏
固
に
下
ら
な
け
れ
ば
亜
米
利
加
で
貰

れ
ぬ
こ
ご
に
な
り
ま
す
。
然
る
に
日
本
の
生
産
技
は
下
り
ま
せ
ん
。
何
ご
な
れ
ば
物
嗣
慣
が
錦
替
相
場
の
快
復
し
た

日
本
の
故
紙

ω生
産
投
で
も
千
五
百
聞
乃
至
千
六
百
岡
を
維
持
せ
な
け
れ
ば
繭
の

制
に
下
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。

生
虎
が
山
梨
ぬ
の
で
心
hJ
ま
す
、

そ
れ
依
に
、
右
の
慌
な
以
態
で
は
今
年
六
月
か
ら
始
ま
る
製
品
加
中
部
が
大
い
に
囚

る
司
』
ご
に
な
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。

然
ら
ば
除
入
山
一
方

ω質
怖
は
ぷ
何
E
ゐ
る
か
ご
巾
し
ま
す
正
、
最
近
三

0
・
六
一
点
仙
の
米
棉
が
一
八
・
九
五
仙
ま

で
下
h
ま
し
た
。
札
(
上
に
四
十
三
浦
四
分
の
三
の
錦
骨
相
場
が
四
十
七
弗
竿
に
な
り
、
矯
替
相
場
一
1
三
弗
四
分
の

三
の
差
が
出
来
ま
し
た
o

夫
れ
故
に
日
本
の
棉
り
倒
比
刊
は
百
斤
七
扮
盛
岡
の
も
の
が
五
拾
入
国
に
下
り
ま
し
た
。

却
も
丁
度
拾
五
幽

ω下
落
が
ゐ
り
ま

L
て
.
二
制
税
に
常
つ
℃
民
h
ま
す
。
斯
(
の
如

f
匁
待
相
場
が
上
る
正
物

慣
に
大
な
る
影
響
が
あ
る
-
』
ご
は
質
例
に
よ
っ

τ判
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。
日
本

ω紡
績
業
者
は
コ
万
月
間
位
消
費

す
る
ガ
け
柿
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
す
。
従
っ
て
二
割
の
下
落
が
如
何
な
る
損
失
を
輿
へ
た
か
は
注
意
L
t
考
へ
ね



調
己主

ぽ
な
h
ま
せ
ん
。
か
〈
て
匁
替
相
場
の
恢
復
は
恥
入
の
上
に
も
相
官
の
痛
手
を
興
へ
る
の
で
ゐ
ち
ま
す
。

骨
岬
詩
相
場
の
快
復
は
胤
酬
の
立
場
か
ら
大
問
題
で
あ
る
こ
己
は
常
然
で
ゐ
旬
、
金
制
川
祭
も
か
〈
て
常
然
相
常
の
犠

併
を
抗
っ
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
場
合
は
生
r

品
朴
正
棉
の
践
例
を
越
べ
た
の
で
ゐ
L

り
ま
す

が
、
岡
際
貸
借
の
主
に
つ
い
て
同
者
は
其
影
響
を
匝
別
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
尚
、
骨
川
品
骨
相
場
依
復
の
結
果
、
棉
が
下

る
ピ
民
製
品
た
る
綿
布
は
常
然
下
り
ま
す
。
ぞ
れ
放
に
翁
替
相
場
依
伐
に
よ
る
綿
布
の
輪
出
の
不
利
は
、
棉
の
輸

出
伯
段
の
安
く
な
っ
た
事
で
愉
ム
市
中
が
出
来
ま
す
。
然
る
に
生
繰
り
方
は
事
怖
を
具
に
じ
ま
す
。
生
綿
の
生
産
は

輸
入
品
正
無
関
係
に
行
は
れ
・
従
つ

τ幼
従
相
場
回
復
に
基
く
生
紙
輪
山
の
不
利
は
.
遂
に
同
一
原
則
に
基
〈
生

斉
捜
の
越
叫
仙
台
以
て
補
ふ
引
や
が
山
本
小
な
い
の
で
あ

h
ま
す
。
今
川
英
有
利
で
石
炭
業
者
が
棺
業
を
し

τ府
t

り
ま
す

が
、
之
は
日
本

ω生
品
川
の
場
合
ご
杢
然
同
一
の
質
例
で
ゐ
り
ま
す
。
突
士
口
利
は
昨
年
四
月
令
解
禁
を
断
行
致
し
ま

し
た
。
銭
的
に
対
待
相
場

μ
上
り
、
従

τ石
炭
の
伯
段
を
一
卜
げ
ね
ば
外
闘
正
競
m
T
が
出
来
な
〈
な
り
ま
し
た
。
ー
ー

英
古
利
で
も
柿
の
方
は
日
本
ご
同
一
で
ゐ
り
ま
す
。
|
|
英
古
利
は
か
く
し
て
石
炭
の
値
段
台
下
げ
ね
ば
な
ら
な

(
な
っ
た
縛
め
に
石
炭
業

ω失
業
者
が
刻
市
に
殖
え
ま
し
た
o

此
鮎
に
於
て
日
本

ω生
訴
は
英
有
利
の
石
炭
ご
同

一
の
立
場
に
あ
h
ま
し
て
、
此
一
引
は
九
世
解
禁
に
蛍
っ
て
大
い
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
り
ま
す
o
夫
れ
放
に
活

替
相
場
が
上
っ
て
物
慣
が
下
ら
ぬ
時
に
は
か
、
る
混
乱
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

然
ら
ば
唖
岬
品
位
相
場
が
上
っ
て
京
市
る
正
金
の
解
禁
は
江
川
何
hr
。
前
市
引
に
申
上
げ
ま

L
た
如
〈
今
後
日
本
の
殺
待
相

場
に
謝
し
て
投
機
が
多
〈
な
り
、
次
第
に
四
十
九
施
近
〈
な
る
ご
共
に
大
い
に
上
下
が
激
し
く
な
h
ま
す
。
間
十

九
施
迂
(
な
っ
た
な
ら
ば
川
本
は
如
何
に
之
を
扱
へ
ば
よ
い
で
あ
り
ま
せ
'
7
か
。
何
分
投
機
の
事
で
あ
ち
ま
す
か

i日時

rι 

我
闘
の
間
際
貸
借
と
金
解
決
川
越

必
=
十
三
位
官

(
銘
就
一
一
五
)

ヨ王



部

抗

我
闘
の
岡
際
貸
借
と
金
解
禁
附
個

弟
二
十
三
容

(
第
一
強
一
二
八

，、

ら
、
如
何
に
研
究
し
て
も
、
名
案
を
出
し
て
も
何
ゲ
月
先
じ
ド

v
F
ヶ
じ
な
る

Z
は
考
へ
ら
れ
ま
せ
ん
。
之
は
上

海
の
投
機
者

ω頭
に
な
ら
ね
ば
判
ら
な
い
の
で
あ

h
ま
す
。
然
し
英
古
ロ
利
の
解
禁
前
の
紋
践
を
見
る
正
、
早
晩
我

岡
山
り
焔
替
相
場
も
四
十
九
弗
近
〈
な
る
の
で
あ

h
ま
す
。
然
ら
ば
、
果
し
て
四
十
九
弗
延
〈
な
る
時
解
禁
を
断
行

す
ぺ
き
で
あ
h
ま
せ
う
か
c

私
の
考
へ
に
よ
れ
ば
、
焼
替
相
場
の
依
後
の
原
凶
が
貿
易
の
改
善
に
ゐ
り
や
投
機
に
あ
h
ゃ
に
よ
b
、
岡
際
貸

備
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
に
大
な
る
相
違
が
あ
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。
貿
易
が
改
善
せ
ら
れ
た
場
介
で
も
投
機
の
場
合

で
も
、
金
が
は
い
っ
て
来
る
-
」
古
は
耐
者
同
じ
で
あ
b
ま
す
。
然
し
貿
易
の
改
善
の
場
合
じ
は
、
一
ゲ
月
位
の
問

に

E
額
の
合
が
山
来
る
こ
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。
之
に
反
し
投
機
の
場
合
に
は
、

A

一
砂
激
に
一
週
間
に
何
千
世
両
国
も
は

い
っ
て
来
る
事
が
ゐ
り
ま
す
。
貿
易
改
善
は
漸
進
的
で
あ

h
、
投
機
は
一
附
的
で
あ
り
ま
す
。
貿
易
の
改
善
か
ら

日
本
仁
は
い
っ
た
金
は
山
て
行
き
ま
せ
ん
が
、
投
機
の
場
合
は
金
を
一
昨
日
本
に
よ

4
L
て
後
日
利
せ
ん
ご
す
る

の
で
あ
'
り
ま
す
か
ら
川
が
す
め
ば
金
が
す
「
出
て
行
3
ま
す
o
A
1
若
し
解
祭
す
る
さ
投
機
に
よ
る
も
り
は
全
部
其

の
金
を
持
ち
出
さ
ね
ば
目
的
を
諮
し
ま
せ
ん
し
、
叉
持
も
出
す
品
川
に
し
て
あ
ち
ま
す
。
貿
易
改
善
か
ら
は
い
っ
て

来
た
金
は
持
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
守
】
れ
は
外
側
人
の
金
で
は
な
く
て
日
本
の
金
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
主
す
。

今
若
し
四
十
六
弗
の
時
に
金
を
日
本
に
逢
う
た
=
い
に
し
ま
す
、
金
利
は
日
本

ω
方
が
高
い
か
ら
利
息
か
得
で
あ

り
ま
す
、
そ
し

τ
一
年
後
に
解
禁
す
る
ご
似
定
し
て
、
品
品
峠
骨
相
場
は
四
十
九
弗
入
分
の
三
に
な
・
り
ま
す
か
ら
、
利

息
の
外
に
一
苅
金
に
封

L
て
三
弗
入
分
の
三
が
得
ら
れ
る
こ
古
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
放
に
日
本
一
か
解
禁
を
す
る
で
あ

ら
う
、
叉
除
儀
な
〈
す
る
ご
考
へ
て
、
外
国
か
ら
投
機
の
金
が
二
億
国
ば
か

b
日
本
仁
来

τゐ
る
一

-
Z
は
蛍
然
で



あ
り
ま
す
。

一
停
郊
の
投
機
の
金
が
日
本
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
…

;ι
影
響
一
川
一
ー
…
直

1
W
1
Jり

れ
る
場
合
ご
一
年
後
に
解
禁
せ
ら
れ
る
場
合
Z
を
考
へ
て
見
ま
す
。
今
苧
し
今
日
解
禁
し
て
明
日
岡
市
守
唯
一
唯
一
，

r

t

す

れ

ば

‘

そ

れ

で

僻

制

作

が

つ

き

ま

す

o
然
し
一
年
後
に
解
禁

然
ら
ば
金
解
禁
の
結
果
、

十
杭
外
正
貨
は
今
日
試
低
凶
程
ゐ

h
ま
す
か

ι、

し
た
ご

L
τ
、
一
億
拘
の
字
分
、
郎
ち
五
千
高
弗
は
輸
入
資
金
に
使
ヲ

τ了
っ
た
ご
可
る
ご
五
千
部
弗
を
潟
替
で
詮

る
こ
ピ
、
、
な
り
ま
す
。
然
る
に
投
機
の
錦
め
の
金
一
伊
都
合
威
信
闘
で
あ
b
ま
1
か

ι
金
餅
禁
を
す
れ
ば
鴻
勢
で

法
っ
た
五
千
高
弗
以
外
に
安
徳
困
の
金
を
す
ヤ
持
っ
て
行
か
れ
る
の
で
す
。
第

に
日
本
か
ら
直
米
別
加
へ
の
船

で
ど
れ
位
持
っ
て
行
〈
能
力
が
ゐ
る
か
芭
云
ふ
吉
、

二
ヶ
月
か
、
ら
十
に
畳
億
闘
は
附
す
こ
ご
が
出
来
ま
す
。
す

る
正
こ
れ
ま
で
の
な
の
経
験
で
は
急
激
に
通
貨
が
収
縮
い
た
し
ま
す
。
第
二
に
匁
替
で
還
金
ず
る
芭
異
b
人
の
目

を
裁
き
ま
す
。
そ
れ
故
に
一
般
の
恐
怖
心
を
起
L
ま
す
。
若
し
般
に
日
本
か
ら
金
が
謙
想
外
に
出
る
ご
日
本
は
再

び
金
の
輪
出
を
禁
止
す
る
で
あ
ら
う
ご
考
へ
ま
す
。
日
本
人
が
考
へ
ぬ
で
も
外
国
人
が
考
へ
ま
す
。
こ
う
す
る
ご

一
日
も
早
〈
金
を
出
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ピ
考
へ
、
借
金
し
て
も
金
を
出
そ
う
ご
い
た
し
ま
す
。
況
ん
や
最
近
知
育

か
ら
の
投
機
は
次
第
に
日
本
に
腰
を
据
え
、
金

ω解
禁
ま
で
公
債
等
に
放
下
し
て
待
っ
て
居
り
ま
す
。
を
れ
を
考
へ

る
古
金
解
禁
ピ
共
に
有
倒
苦
労
を
寅
ら
れ
る
事
も
想
像
出
来
、
ま
す
。
然
る
に
日
本
の
市
場
は
狭
小
の
で
あ
ち
ま
す

か
ら
、
金
を
出
す
ニ
正
、
有
償
諮
券
を
責
る
こ
記
の
二
つ
の
潟
め
に
大
な
る
影
響
を
被
る
さ
忠
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

金
?
z
r
ン
f
、
、
ゆ
川
和
官
?
町
一
Q

了
r
、
ど
う
違
ふ
か
ご
申
し
ま
す
に
、
私
は
潟
替
で
怠
る
場
令
に
は
影
響
は

少
V
が
金
で
怠
る
場
合
に
は
大
な
る
影
響
が
あ
る
ご
、
両
者
を
磁
別
す
る
論
者
で
あ
ち
ま
す
。
一
時
的
に
は
潟
替

講

前I

我
闘
の
…
岡
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

第
二
十
三
容

(
停
一
統
一
一
士
)

ヒ



t枠

副I

我
闘
の
間
際
貸
伯
主
命
解
禁
問
題

第
二
十
三
番

(
品
一
統

J、
) 

，、

で
送
っ
て
も
影
響
は
相
官
ゐ
り
ま
す
。
的
も
一
時
的
に
は
や
は
h
通
貨
を
牧
紡
さ
せ
ま
す
。
然
し
金
を
持
出
す
こ

芯
は
川
本
銀
行
を

Lτ
再
び
通
貨
を
山
Z
せ
な
〈
す
る
的
一
で
あ
り
ま
す
が
、
柏
崎
叫
立
送
金
の
時
は
、
政
府
が
在
外
正

貨
を
抑
下
げ
る
の
で
あ

h
ま
す
か
ら
、
政
泊

ω預
金
が
殖
え
、
従
て
鴻
貨
が
牧
紛

f
る
の
で
あ
h
J
f
す
。

然
ら
ば
日
本
か
ら
金
を
持
山
吉
せ
な
〈
ご
も
外
闘
に

H
本
の
金
が
あ
る
で
は
な
い
か
ど
言
ひ
ま
す
が
、
日
本
は

輸
入
超
過
で
支
挑
賞
金
仁
は
年
中
困
難
守
し
て
肘
り
ま
す
。
そ

μ
故
に
日
本
の
外
国
に
あ
る
金
に
は
算
入
漏
れ
の

も
り
は
殆
ん
ど
な
レ
位
仁
助
定
さ
れ

τゐ
る
り
で
ゐ
'
り
ま
し
て
、
資
金
は
仲
々
な
い
の
で
あ
b
ま
す
。
然
ら
ば
現

在
日
本
銀
行
及
び
政
府

ω海
外
資
金
は
如
何
で
あ
る
か
ど
巾
し
ま
す
の
に
、
之
は
恐
ら
C
今
日
誌
俗
な
か
ら
う
正

忠
ひ
ま
す
(
出
品
川
り
上
に
は
ニ
似
体
に
な
っ
て
印
刷
、
り
か
す
が
)
。
加
之
、
今
日
は
貿
易
外
の
取
勘
定
は
依

h
市
中
ま
せ

ん
G

す
る
ご
政
府

ω有
す
る
勘
定
針
ら
一
五
』
ご
威
低
を
持
っ
て
ゐ

τも
、
入
千
諸
国
近
〈
の
公
偵
の
利
息
を
挑
っ

て
行
か
ね
ば
な
h
ま
せ
ん
か
ら
、
金
制
附
祭
せ
川
刷
ご
之
は
減
つ

τ行
〈
の
で
あ

h
ま
L
て
、
決

L
て
烈
え
な
い
の
で

ゐ
り
ま
す
。
日
本
銀
行
で
も
政
府
ピ
附
伐
に
外
凶
で
布
附
間
続
券
を
抗
っ
て
居
り
ま
す
が
数
千
高
岡
に
池
宮
自
の
で

あ
り
ま
す
O

ぞ
れ
故
に
政
府
、
日
本
銀
行
共
に
外
凶
仁
金
が
な
い
J

」
言
ふ
-
》
ご
が
出
来
ま
す
o

ぞ
れ
い
故
に
一
億
弗

の
投
機
が
め
る
場
合
・
之
ef
準
似
し
て
外
凶
で
支
挑
ふ
ご
ピ
は
山
珠
山
H

こ
苫
に
な
り
ま
す
。
す
る
ご
金
的
解
禁
は

悲
州
制
す
べ
〈
忠
は
れ
る
川
り
で
ゐ
り
ま
す
ο

然
し
花
は
金
山
一
輪
山
祭
止
は
縫
則
で
ゐ
っ
て
.
ど
う
(
て
も
同
氏
以
解

禁
し
て
原
則
に
川
町
ら
ね
ば
な
し
勺

a
E考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
も
の
が
金
の
輪
出
禁
止
の
録
的
に

常
時
四
全
失
ひ
っ
、
あ
る
の
で
す
。

世
人
が
三
十
八
兆
二
分
の
一
の
時
じ
金
解
禁
を
説
い
た
の
で
ゐ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
説
り
で
あ
り
ま
す
。
な
は



今
日
の
如
き
活
替
の
快
復
し
た
場
合
に
金
解
祭
を
す
る
用
意
を
な
す
べ
き
で
あ
る
己
思
ひ
ま
す
。
金
解
禁

ω可
否

は
郎
防
に
解
決
せ
ら
れ
て
ゐ
る
笹
で
す
。
筒
口
羽
は
銀
行
集
合
所
で
演
説
し
て
、
「
金
解
禁

b
z
Lな
い
。
何
故
な
れ
ば

日
本
の
見
待
相
場
は
投
機
の
籍
出
仁
上
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
貿
易
改
善
の
矯
め
で
な
い
か
ら
で
あ
る
」
ご
言
つ

τ肘
り
ま
す
o

日
本
の
貿
易
内
改
善
ご
は
如
何
な
る
引
で
あ
h
去
す
か
。
日
本
は
一
克
家
総
入
超
過
闘
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
依
に
天
然
自
然
に
放
任
し
て
錫
替
相
場
が
四
十
九
施
に
な
る
こ
ご
は
ゐ
り
ま
せ
ん
。
只
四
十
九
弗
に
な

る
訴
は
政
府

ω
海
外
資
金
十
柳
ふ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
印
も
矯
様
相
場
が
上
る
の
は
外
闘
の
金
を
榔
ふ
か
ら
で
あ

っ
て
、
自
然
で
は
日
本

ω矯
替
相
場
ば
パ
ー
に
な
る
こ
正
は
な
い
の
で
ゐ
ち
ま
す
o

そ
れ
故
に
活
殺
相
場
を
高
〈

し
て
泣
い
て
、
言
ひ
か
へ
れ
い
は
総
入
に
便
に
輸
出
に
不
利
に
し
て
買
い
て
、
貿
易
の
改
善
に
よ
っ

τ解
禁
し
ゃ
う

芭
す
る
の
は
大
い
な
る
矛
盾
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
私
の
結
論
は
、
金
の
解
禁
を
す
る
芭
か
せ
必
ぜ
か

で
は
な
く
し
て
、
解
祭
断
行
に
ウ
い
て
の
準
備
を
す
る
こ
さ
が
必
要
で
ゐ
る
ご
思
ム
の
で
あ
り
ま
す
。

ハ
恥
近
日
本
の
貸
借
に
謝
し
て
世
界
の
人
が
投
機
を
す
る
と
正
は
、
日
本
の
貨
幣
の
同
情
値
に
謝
し
て
信
用
し
な
く

な
り
、
又
H
本
の
産
業
が
不
安
定
に
な
る
所
以
で
ゐ
り
ま
す
o

こ
れ
は
防
ぎ
得
る
だ
け
防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
o

物
は
理
に
よ
っ
て
動
く
な
ら
ば
信
用
を
得
る
が
、
非
現
に
よ
っ
て
動
〈
却
も
投
機
に
よ
っ
て
勤
〈
な
ら
ば
信
用
を

大
ふ
一
}
芭
に

q
b
ま
す
。
此
の
影
響
を
受
付
て
、
貿
易
産
業
が
不
安
定
ご
な
h
大
な
る
悪
影
響
を
凡

τの
方
而
に

奥
へ
て
居
h
ま
す
。
何
ど
な
れ
ば
商
品
目
り
岡
田
格
に
釣
[
斜
接
相
場
の
方
一
炉
原
傑
よ
り
も
大
な
る
縫
化
を
拠
へ
ま
す

か
ら
一
般

H
本
人
に
惑
い
峨
じ
を
典
へ
る

ωで
あ
h
ま
す
。
之
は
柿
持
政
者
・
と
し
て
は
注
意
す
ぺ
き
事
で
あ
ち
ま
す
。

貯
ら
ば
宮
川
昨
一
定

v
r
w
r折
w
rす
r
rよ
い
い
r
G

第
一
に
投
機
で
来

τ居
る
金
は
、
解
禁
に
よ
っ
て
金
又
は

E梓

演

我
悶
自
問
際
貸
借
と
金
解
禁
問
姐

第
二
十
三
谷

(
第
一
蹴
一
一
九
)

ゴL



量梓

前

我
国
の
噛
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

第
二
十
一
一
一
巻

(
第
一
一
朝
一
一
一

O
)

O 

錦
替
で
持
出
3
れ
ま
す
。

そ
れ
な
ら
之
れ
を
絶
割
に
何
等
か
の
作
用
で
止
め
得
る
か
ど
申
し
ま
す
ピ
、

日
本
の
現

朕
で
ヨ
ロ
ふ
正
、
出
来
ま
せ
ん
o

倫
敦
や
純
育
で
あ
る
ご
卒
時
か
ら
世
界
中
の
金
が
来
じ
居
ち
去
す
か
ら
金
刺
を
高

く
す
る
正
出
て
行
き
ま
せ
ん
し
、
又
金
U
T
』
招
〈
ニ
芭
も
出
来
ま
す
。
然
L
日
本
に
は
ニ
れ
が
ゐ
・
り
ま
せ
ん
。

そ
の

金
は
金
利
を
高
〈
し
て
も
止
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
依
に
日
本
の
金
利
を
引
上
げ
る
こ
ご
は
金
〈
間
接
で
め
hJ
ま

然がす、。

らこ~"
11' I/'Lち
金、は臓
が、金入
出、〈資
て、間金
行、接の

ドで調
の、ゐ主主
を、 h に

止、ま困
め‘す h

T号!。主
也す
L 、. カ通
己、 p

，、・3

主、要
11 

減
h 
ま
す

一
方
叉
物
慣
は
下
っ
て
輸
出
が
殖
h
ま
す

次
に
金
を
作
・
り
得
る
か
ど
う
か
。

日
本
銀
行
に
も
政
府
に

も
金
は
あ
b
ま
せ
ん
。
式
低
記
〈
現
在
持
っ
て
ゐ
る
も
の
は
会
債
の
利
掛
で
減
っ
て
行
き
ま
す
か
ら
一
年
又
は
一

年
宇
後
に
は
ゐ

τに
な
り
ま
せ
ん
u

英
吉
利
で
は
解
禁
に
蛍
っ
て
、
会
低
弗
の
信
用
を
亜
米
利
加
に
約
束
し
ま
し

み
』
，

そ
れ
な
ら
ば
日
本
も
準
備
の
絡
め
に
此
の
約
束
を
な
す
こ
ご
が
出
来
る
か
ご
言
ふ
吉
、
先
づ
無
理
を
し
て
五

千
官
両
国
位
は
出
来
る
で
せ
う
。
然
L
徐
・
り
巨
額
に
借
入
れ
て
之
全
使
へ
ば
困
b
ま
す
。

そ
れ
で
借
b
る
一
』
ご
が
出

来
る
ご
し
て
も
巨
額
に
借

b
る
芭
他
日
の
離
を
残
す
の
で
あ

h
ま
す
。
叉
東
京
、

横
演
の
市
債
は
ど
う
な
る
か
己

言
ふ
正
之
も
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本

ω信
用
は
一
度
地
に
落
も

τ未
だ
快
復
い
γ

た

L
ま
せ
ん
か
ら
思
い
俊
件
で

な
り
れ
ば
借
b
ら
れ
ま
せ
ん
。
然
る
に
今
日
は
大
正
十
三
年
以
上
の
ク
ン
ト
よ
い
佼
件
で
な
け
れ
ば
政
治
家
ご
し

τ偽
り
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
中
々
一
』
れ
は
成
立
出
来
ま
せ
ん
。
祉
債
の
如
き
外
資
輸
入
も
外
国
の
端
情
正
日
本
政

府
の
態
度
子
宮
考
へ
れ
ば
こ
れ
も
困
難
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
考
へ
る
正
、
第
二
策
も
賀
行

L
雛
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
な
の
意
見
を
申
上
げ
ま
す
が
、
之
は
名
案
で
一
石
を
投
じ
て
二
鳥
を
射
る
も

ωで
あ
b
ま
す
。
之
は
外



回
で
も
有
数
に
行
は
品
い
た
も
の
で
る
り
ま
す
か
ら
自
信
が
ゐ
・
り
ま
す
。
亜
米
利
加
の
投
機
で
も
上
海
の
投
機
で
も

某
精
巣
外
国
に
金
が
出
来
る
ご
云
ふ
こ
己
は
同
一
で
ゐ
り
ま
す
。
そ
れ
を
早
〈
潟
替
銀
行
が
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

か
ら
錦
替
相
場
が
上
る
の
で
あ
b
ま
す
。
其
蕗
に
投
機
が
生
中
る
の
で
あ
h
ま
す
。
放
に
外
国
に
た
ま
っ
た
金
を

何
人
か
u
y

買
取
っ
た
な
ら
ば
潟
替
相
場
は
上
り
ま
せ
ん
。
す
る
ご
λ

ベ
キ
ユ
レ

1
V
ヨ

y
は
な
〈
な
h
ま
す
。
卸

も
政
府
が
錦
替
銀
行
か
ら
自
民
ふ
の
で
ゐ
h
ま
す
。
政
府
は
こ
れ
を
釦
育
の
投
機
者
仁
高
(
せ
十
仁
頁
る
の
で
あ
ち

ま
す
。
大
E
四
年
に
新
令
部
、
一
般
品
目
計
の
金
主
此
の
方
訟
を
行
ひ
、
一
時
は
拾
四
五
億
聞
も
町
民
ひ
ま
し
立
。
帥

も
過
去
に
ア
レ
税
在
外
正
貨
が
鍛
え
た
の
は
之
が
縛
め
で
ゐ
b
ま
す
。
そ
れ
を
今
叉
繰
返
へ
し
て
や
れ
ば
投
機
者

が
な
く
な
る

ωで
あ
b
ま
す
o

卸
も
買
手
が
あ
る
の
に
そ
れ
に
向
っ
て
侃
を
上
げ
瓜
様
に
す
る
ピ
云
ふ
ご
言
葉
は

恵
レ
か
も
知
れ
な
い
。
然
L
日
本
は
近
〈
或
億
五
千
高
岡

ω会
債
償
還
を
迫
ら
れ
、
加
ふ
る
に
何
人
か
い
V

解
禁
仁

際
し
て
相
債
の
犠
牲
を
挑
ム
必
要
が
ゐ
る

ω
で
あ
'
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
大
正
四
年
に
行
っ
た
こ

t
を
す
れ
ば
よ
い
w

の
で
あ
ム
り
ま

L
て
、
若

L
此
案
が
決
・
り
な
ら
ば
外
国
で
是
れ
を
寅
る
こ
ご
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
故
仁
銭
替
相
場
を

今
日
的
肌
慨
に
高
く
し
な
い
で
、
政
府
は
外
国
に
金
を
持
つ
こ
ヰ
に
な
る
の
で
あ
、
ち
ま
す
。
京
の
粕
川
木
金
の
解
禁
は

日
本
の
経
済
界
・
金
融
界
を
害
せ
す
に
容
易
に
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
四
十
六
却
で
民
っ
た
金
が
阿
十
九

弗
八
分

ω三
に
な
っ
た
な
ら
ば
共
の
聞
に
四
十
六
掬
で
買
っ
た
米
貨
に
劃
し
て
は
三
弗
八
分
の
三
視
を
し
ま
す
o

然
し
大
正
四
年
乃
至
七
、
人
年
に
政
府
が
民
っ
た
の
も
こ
れ
で
ゐ
り
ま
す
。
な

ω今
ま
で
言
っ
た
引
を
県
ど
い
た

し
ま
す
ご
、
政
府
に
は
令
を
作
る
方
法
が
な
い
の
で
ゐ
・
り
ま
し
て
、
総
て
の
方
法
令
-
査

L
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
故
に
政
府
が
金
を
作
り
而
も
解
禁
の
準
備
を
す
る
方
法
が
最
上
で
ゐ
り
ま
す
。
近
時
政
府
は
金
を
怠
b

能

前

我
園
自
問
際
貸
借
と
金
解
禁
問
題

第
二
十
三
巻

(
弥
一
一
蹴

一
) 



誹

出

我
幽
の
間
際
貸
借
と
金
解
禁
川
幽

第
二
十
三
谷

子
川
市
一
蹴

ま
す
が
之
は
い
か
ぬ
の
で
あ
b
ま
し
て
、
制
川
林
市
を
す
る
ご
一
時
金
が
誠
h

ま
す
。
之
は
大
な
る
U

ヨ
ツ
ク
を
輿
へ

ま
す
か
ら
今
日
よ
り
日
本
銀
行
の
金
を
少
し
ヮ
、
山

L
て
川
一
貨
を
牧
紛

L
、
加
之
人
引
を
政
府
が
外
凶
に
な
の
一
五
ふ

如
〈
に
し
て
持
つ

τ解
禁

ω準
怖
を
す
る
一
』
ど
が
第
一
℃
ゐ
り
ま
す
。
従
ら
仁
貿
易
の
改
告
を
北
川
つ
£
一
五
ふ
の
は

不
可
で
あ
り
ま
す
。

倫
必
に
英
闘
の
解
禁
世
田
時
を
却
は
ね
ば
な
り
ま
u
t
ん
。
英
十
日
利
は
昨
年
間
月
に
解
禁
を
し
ま
し
た
o

英
閣
の
解

品
訴
前
の
紋
怨
は
丁
皮
日
本
的
現
獄
、
己
同
じ

t
あ
り
ま
す
c

L
一
:
I
F
-
-
4内
告
人
』
H
E
q
支

忙

市

γ
正
L
h
、

一

1
z
y
f
l
t
主
主
ヰ
q
b
J
耳
l

』

四
曲
川
七

十
九
仙
ピ
な
h
，
ま
[
花
。
英
闘
は
解
禁
準
備
£

L
て
色
々

ω乎
段
を
識

L
ま
し
た
o

向
共
有
利
の
四
弗
七
ト
九
仙

備
を
し
た
か
ピ
巾
L
ま
す
ピ

は

r皮
M
本
に
持
ハ
ノ
て
来
る
」

H
本
の
四

1
七
弗
午
悦
ド
な
る
り
で
あ
り
ま
す
。

第
a

仁
外
債
腿
募
制
限
を
や
り
ま
し
た
o
-:-7 ~ 
Id 

JL ぞ
これ
ぐ〉で
年英
方通 k守
ら平IJ

二 f:t.
←・ 主日

年事iJ
に・な
縛る
替準

相
場
が
下
b
、
首
川
-
」
れ
は
英
古
利

ω
A止
を
持
つ

τ行
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
正
一
五
ふ
の
で
や
っ
た
の

す
。
第
二
仁
金
利
の
引
上
ご
、

で
あ

b
ま

此
の
二
つ
に
よ
っ

τ解
禁
を
行
っ
た
の
で
あ
か
ま
す
o

英
有
利
で
も
'
」
れ
は
非
情

な
窮
策
で
ゐ
k

リ
ま
L
h
i
o

何
故
な
れ
ば
外
国
に
金
を
貸
さ
な
け
れ
ば
資
金
山
淵
誌
が
山
世
帯
ま
せ
ん
か
広
英
古
利
の

検
出
貿
易
は
盛
に
は
な
h
ま
せ
ん
o

英
凶
は
ん
屯
解
禁
を
す
る
に
は
輪
山
貿
易
が
妨
害
3
れ
て
も
よ
い
ご
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

金
利
を
引
上
げ
れ
ば
熔
特
相
場
に
非
情
な
効
果
一
v
h
h
ま
す
。
之
は
英
士
H
利
で
は
紙
験
か
ら
分
っ
て

日
本
は
か
、
る
立
場
に
居
ま
せ
ん
。
更
に
第
三
手
段
正
し
て
兆
士
H
利
は
田
町
米
利
加
に
泰
依
弗
の
信
用

設、居
定、 b
をま
しず
fζ 。
叫)

で
あ
h 

ま
す。

金
解
禁
が
英
古
利
の
産
業
に
典
へ
た
影
響
如
何
、

金
の
解
禁
は
英
北
口
利
の
磁
の
劉
外
側
似
を
引
上
げ
た
匁
的



に
、
日
本
り
生
紙

ω
例
の
如
(
、
外
凶
ご
の
競
争
に
は
英
凶
H

仰
の
値
段
を
下
げ
る
外
な
く
な
っ
た
の
で
ゐ
り
ま

す
。
況
ん
や
英
凶
H

川
は
競
哨
す
が
ゐ
る
も
の
で
ゐ
ち
ま
す
か
ら
内
真
で
あ
h
ま
す
。
然
る
に
突
古
刺
の
物
欄
は
銭
待

相
場
め
依
復
に
比
例
し
て
下
り
ま
せ
ん
。
賃
銀
も
下
り
ま
世
ん
。
そ
-
』
で
英
土
日
利
に
は
方
々
に
色
々
な
衝
突
や
影

響
を
生
じ
ま
し
た
。
英
川
間

ω議
論
も
二
、
に
あ
っ
て
勝
が
封
内
側
値
よ
ー
り
も
封
外
側
備
を
あ
げ

f
ぎ
た
古
一
言
は
れ

た

ωで
あ
り
ま
す
。
之
も
所
剖
耐
F

方
的
論

t
あ
り
ま

l
て
杢
然
正
し
い
諜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
質
例
一
か
多
〈
出

hHω
で
あ

h
ま
す
か
ら
、

日
本
も
之
を
大
い
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
然
る
に
日
本
に
な
〈

τ英
古
利

に
の
み
あ
る
ご
凹
山
は
れ
る
こ
さ
は
、

hr
様
な
引
が
辿
っ
た
の
で
ゐ
9
ま
す
C

加

w
h
英
吉
利
の
み
に
ゐ
っ
て
外
闘
に

な
い
庫
業
は
甚
に
盛
正
な

b
、
此
方
面
で
は
失
業
も
少
〈
な
り
ま

L
た
。
之
は
金
利
が
高
〈
な
っ
た
対
め
に
外
国

か
ら
会
が
は

γ
っ
て
来
た
の
ご
物
仰
が
下
が
ら
な
か
っ
た
怨
酌
で
ゐ
句
ま
す
。
然

L
英
士
ロ
利
会
館
己
し
て
考
へ
れ

ば
、
外
凶
剖
H
U
却
が
打
睦
を
受
付
犯
の
で
・
そ
り
失
業
者
総
数
は
非
常
に
増
加
し
て
居
h
ま
す
。
昨
年
一
月
の
英
国

石
炭
業
失
業
者
は
約
十
時
人
で
あ
わ
ま

L
た
が
、
四
月
什
八
日
に
金
の
解
禁
が
行
は
れ
、
六
月
に
は
石
炭
業
の
失

業
煮
は
三
十
一
部
四
千
人
に
淫
し
て
居
り
ま
す
。
之
は
日
本
的
生
紙

ω場
合
に
も
考
へ
る
必
要
が
め
り
ま
す
。
金

輪
出
解
然

ω結
果
外
凶
貿
易
の
方
面
に
於
て
輸
入
が
殖
へ
脱
出
が
減
る

ωは
静
岡
然

ω現
象
で
ゐ
り
ま
す
。
金
解

禁
に
胸
し
英
上
ロ
利
ご
日
本
ご
は
其
憾
の
比
較
に
は
勿
論
な
h
ま
ゼ
ん
が
、
歩
訓
は
同
一
ご
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な

ら
自
の
で
あ
り
ま
す
。

Z晶

i出

我
岡
山
一
同
際
貸
借
と
金
融
禁
問
題

第
ニ
十
三
春

(
鋲
一
腕

) 

続泊お畑一ゃれ、


